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つも江口グループわくわく俱楽部ニュースレター
を読んでいただきありがとうございます。先日、

社員たちと一緒に、新しくなったスポーツジム「ダイナミ
ック」へ行ってきました。普段は現場や事務所でそれぞれ
仕事をしている社員たちですが、この日は仕事とは少し
違う場所で、みんなで体を動かす時間になりました。筋ト
レをしたり、体をほぐしたり、普段あまり使わない筋肉を
使ったり。終わったあとは、少し疲れもありましたが、それ
以上に気持ちがスッキリしました。やっぱり、体を動かす
っていいものですね。

口グループは、建設業を中心に、地域の暮らしを
支える仕事をしています。道路や橋、河川、下水

道などの社会インフラを守る仕事。そして、グループそれ
ぞれの事業を通じて、地域の安心や快適な暮らしに関わ
る仕事をしています。現場では暑い日も寒い日もありま
すし、体力も集中力も必要です。安全第一で仕事を進め
るためには、技術や経験はもちろん大切ですが、それと
同じくらい大切なのが、社員一人ひとりの健康です。会
社がどれだけ良い仕事をしていても、社員が元気でなけ
れば続きません。どれだけ技術があっても、どれだけ仲
間がいても、体や心が疲れきってしまえば、いい仕事はで
きません。だから私は、経営の中でいつも思っています。
仕事の前に、まず健康。会社が守るべき一番の土台は、
社員の健康だと。
　江口グループでは、社員が安心して働けるように、福
利厚生にも力を入れています。その一つが、健康診断や
人間ドックの費用を会社が全額負担していることです。
「健康診断は受けたほうがいい」これは誰もが分かってい
ることです。でも、忙しかったり、面倒だったり、費用が気
になったりして、つい後回しになってしまうこともありま
す。しかし、体のことは「何かあってから」では遅い場合が
あります。早く気づけば防げること、軽い段階で対処でき
ることもたくさんあります。社員が健康でいることは、本
人のためであり、家族のためであり、そして会社の未来
のためでもあります。健康が守られることで「安心して働
ける。安心して挑戦できる。安心して成長できる。」その

土台を会社が整えることは、経営の大切な責任だと思っ
ています。
　また、江口グループでは健康面だけでなく、社員同士
のつながりを深める取り組みも大切にしています。食事
会や社内交流、研修、勉強会など、仕事以外の場面でも
社員同士が関わる機会をつくっています。人は一人では
強くなれません。仲間がいるから頑張れる。声をかけ合え
るから安心できる。困ったときに相談できる関係がある
から、仕事にも前向きに向き合えます。私たちが大切にし
ている「和の力」は、こうした日々の関わりの中で少しず
つ育っていくものだと思っています。今回、社員たちと一
緒にスポーツジムへ行った時間も、その一つでした。体を
動かしながら笑い合い、普段とは違う表情を見ることが
できる。そんな時間も、会社にとって大切な財産です。
　江口グループがつくっているのは、道路や橋だけでは
ありません。地域の安心。暮らしの安全。そして、未来へ
つながるまちの土台です。その仕事を支えているのは、
現場で汗を流す社員たちであり、事務所で会社を支える
社員たちです。だからこそ、社員が元気でいること、安心
して働けること、家族にも「この会社でよかった」と思って
もらえることを、これからも大切にしていきたいと思いま
す。福利厚生は、制度としてあるだけでは意味がありませ
ん。社員の毎日を支え、家族の安心につながり、会社全
体の力になるものであってほしい。そう考えています。い
い仕事は、元気な体と安心から生まれます。これからも江
口グループは、社員が健康で、仲間と支え合いながら、地
域の暮らしを守る力を発揮で
きる会社を目指していきます。
地域の皆さんに「江口グルー
プがいてくれてよかった」と思
っていただけるように。そして、
社員とその家族が笑顔でいら
れるように。健康の土台づく
り、そして安心して働ける会
社づくりを、これからも本気で
続けていきます。

仕事の前に、まず健康。
社員の元気が、地域を支える力になる。
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江口グループ現場だより

社員同士で学び合う場を大切にしています♪

先輩社員と一緒にカレーを食べて楽しいひと時を過ごしました♪

なさんこんにちは。広報部のきゅうだです。
4月1日から始まった約1ヶ月間の新入社員研修が

無事終了しました！ 
　社員も講師となり、それぞれの経験をもとにリアルな声
を届けています。
　社会人としてのマナーや仕事の基本、そして江口グルー
プについてなどを中心に学びます。最初の頃は緊張してい
た様子でしたが、日を重ねるごとに自ら質問する姿が見ら
れるようになりました！
　社員が先生だからこそ、気軽に質問できる雰囲気があ
り、学びやすい環境です。また、「カレー研修」や「先輩と話
そう」といった江口グループらしい研修もあり、楽しみなが
ら交流を深められるのも魅力の１つです。
　そして、研修最終日には「あっという間でした」や「現場
が楽しみです」といった声を聞けました♪
　それぞれの部署に配属された新入社員。これからの成
長がとても楽しみです♪

不安から安心へ。
新入社員が変わった1ヶ月

レーで研修？」そう聞くと、少し不思議に思うかもし
れません。実は江口組では、新入社員研修の中に

みんなでカレーを食べる時間があります。きっかけは、カ
レーをこよなく愛する社長なのです。社長は「カレー王子」
と呼ばれるほどです。とはいえ、この取り組みは単なるユ
ニークな企画ではありません。

社したばかりの新入社員は、どうしても緊張してし
まいがちです。同期同士でも、最初はなかなか会

話が弾まないこともあります。そんな中で、同じテーブル
を囲み、同じ食事をすることで、自然と会話が生まれ、少し
ずつ笑顔が増えていきます。「どこ出身なの？」「学生のと
き何してた？」何気ないやり取りですが、こうした時間が、
互いの距離をぐっと縮めてくれます。気づけば、研修の中
でも声を掛け合える関係に。この変化は、その後の仕事に
も良い影響を与えています。

　江口組では、知識や技術だけでなく、“人と人とのつな
がり”も大切にしています。仕事に真剣に向き合うことは
もちろん、こうした時間を通してチームワークを育ててい
く。それが、江口組らしさのひとつです。建設業というと、
少し堅いイメージを持たれることもありますが、実際には
人のあたたかさを感じられる場面がたくさんあります。
「カレーで研修？」そんな一言の裏には、江口組の想いがし
っかりと詰まっています。

カレーで研修？
江口組らしい人がつながる時間
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大切な時間になったと思います！
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新入社員も楽しんでいる

様子でした♪

笑顔と会話が広がり、

あっとい
う間のひととき

でした

　前回、「ドライアイスで洗う」と聞いて驚かれた方も多
かったと思います。今回は、なぜそれで汚れが落ちるの
かをお伝えします。
　私も最初は「勢いで当てているだけでは？」と思ってい
ました。ですが実際は違います。ドライ
アイスはとても冷たく、当たった瞬間に
汚れを一気に縮ませ、付着する力を弱
めます。さらに細かな衝撃と、固体から
気体に変わる力が加わり、汚れを押し
出すように浮かせていきます。
　現場で見ていると、“削る”というより
“勝手に離れていく”ような感覚に近い
です。だから設備に負担をかけにくい。
ここが、この洗浄の大きな特長です。
　実際に「削れないけど落としたい」と
いう場面は多く、その悩みを解決でき
た時、お客様の安心した表情を見るこ
とがあります。ただ落とすだけではなく、

その後も安心して使える状態にする。それが私たちの
仕事です。
　次回は、水を使えない現場で、どのように役立つのか
をお伝えします。

新しい仲間を迎え入れ、和の力が
更に深まった江口グループ歓迎会

クリエイション江口　環境部 ▶▶▶「なぜ、ドライアイスで汚れが落ちるのか？」

なさんこんにちは。広報部のきゅうだです。今月2
つ目の記事になります。

　4月、江口グループに新たに3名の仲間が加わり、先日、
新入社員歓迎会を開催しました。会のはじめには一人ひと
りが抱負を発表し、「まだ分からないことも多いですが、少
しずつ覚えて頑張ります！」といった前向きな言葉に、会場
全体は自然とあたたかな空気に包まれました！ またその姿
を見て、私自身も頑張ろうと背中を押されるような気持に
なりました。食事の時間には、部署や年齢を超えて会話が
広がり、笑顔が溢れる時間となりました♪

うした時間の積み重ねが人と人の繋がりを深め、
江口グループが大切にしている和の力へと繋がっ

ていくことを実感しました！ そして、その和の力を日々の仕
事へと繋げていけるようこれからも取り組んでいきます。
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今回のスタッフ通信のお題は「子どもの頃、好きだった給食のメニュー」。
子どもの頃大好きだった給食。大人になってふと思い出す時はありませんか？

懐かしい味を社員の皆さんに思い出してもらいました！ 読者の方もぜひアンケートで教えて下さい。
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